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発刊にあたって 

 
医療経済研究機構は、我が国のヘルスケア政策に関する研究機関として、医療政策

に加えて、介護・健康増進・疾病予防を含む「ヘルスケア」全般を研究領域とした、

様々な調査研究事業を行っています。重点的な研究分野の一つである「諸外国のヘル

スケアに関する研究」では、欧米諸国をはじめとする諸外国の医療・介護制度に関す

る基礎的な情報の収集・整理や、国際比較研究等に取り組んできました。 
欧米諸国のみならず、新興国における医療保障制度や医薬品市場に関する情報への

ニーズが高まってきたことから、当機構では 2011 年度より文献調査を開始し、月刊誌

「Monthly IHEP」に「新興国レポート」として報告を行いました。これらの報告につ

いて、賛助会員の皆さまより好反響を頂戴したため、2012 年度から「新経済成長大国

の医療保障制度に関する調査研究」プロジェクトを立ち上げ、調査研究へと発展させ

ることとしました。 
同調査研究プロジェクトでは、文献調査のみならず現地調査も実施しており、現地

より基礎データ・最新情報を入手することは、我が国では情報が限られている新興国

の医療保障制度の理解を深める際に、大変参考になると思われます。2013 年に発刊し

ましたロシアの医療保障制度に関する報告書に続き、2016 年度までにブラジル、トル

コ、インド、シンガポール、インドネシア、ベトナム、タイを発刊し、本年度は「新経

済成長大国の医療保障制度に関する調査研究－インド－」報告書を発刊することに至

りました。広く新興国の医療保障制度や医薬品市場に関心をお持ちの皆様の一助とな

れば幸いに存じます。 
本報告書の発刊に当たりましては、中央学院大学商学部 准教授 上池 あつ子 先生、

株式会社千正組 代表取締役社長 千正 康裕 様に多大なるご支援を賜りました。この

場をお借りして、厚く御礼申し上げます。 
 
 
令和 6 年 12 月 
 
 

一般財団法人 医療経済研究・社会保険福祉協会 
医療経済研究機構 

所長 遠藤 久夫 
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本調査研究は、インドの医療保障制度に関する基礎データ・最新情報を収集するこ

とを目的として実施した。調査研究者は以下のとおり。 
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序序文文  
 
11.. 調調査査背背景景  
  

先進諸国の経済が停滞している中で、躍進を続ける新興国の世界経済に与える影響

がますます増大している。先進国の人口が安定期から減少期へと向かい、急速な高齢

化によって、医療保障費が大幅に増加し続け、その医療保障サービスが強く抑制へと

働いているのとは対照的に、新興国においては経済発展に伴う個人収入の増加を背景

に、いかに医療アクセスを向上させ、国民の健康を増進させるかに重点が置かれてい

る。一方で、これまで医療保障制度に関する研究は、アメリカ、イギリス、フランス、
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躍する企業の多くは先進国に本社を置くいわゆる外資系であり、新興国の国内企業の

数は少ない、あるいは仮に企業数は多くても、市場におけるシェアは低いことが多い

のが現状である。従って、新興国においては、自国民を対象とした医療制度を充実さ

せると同時に、国際基準に準じながらも国内企業保護の目的をミックスした制度が採

用される。このため、欧米諸国の医療関連企業は、過去 10 年以上にわたり新興国の発

展に寄与しながら、プラットフォームを整備し、時には現地法人化することで新興国

への参入を行っている。 
翻って日本企業は、新興国進出に大幅に出遅れ、欧米諸国企業の後塵を拝している。

ようやくここ数年で中国以外の国へも本格的に進出し始めた日本企業もあるが、非常

に残念なことに、それも最大手の数社に過ぎず、その他の多くの企業は新興国進出が

まだこれからという状況である。新興国の医療制度は、第二次世界大戦前の宗主国の

影響を強く受けながらも独自に発展を遂げるケースもあり、欧米諸国の医療制度と異

なる場合も見られ、非常にわかりづらい。加えて昨今の経済発展によって、急速に整

備が進み、その変化も激しく、注視し続けない限り理解も難しい。このような背景も

日本の医療関連企業が、新興国に進出する機会と意欲を喪失させていると考えられる。 
 
22.. 調調査査目目的的  
  
 本調査研究の目的は、経済発展に伴い変化を続ける新興国のうち、今後の更なる経

済発展が期待されるインドの医療保障制度を日本国内に紹介することにある。本研究

によって、我が国の製薬企業がインド市場へ参入する際に、かの地の医療保障制度の

基本情報として役立てば幸甚である。    
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33.. 調調査査方方法法  
  

本調査研究は、以下の 3 つのフェーズに分けて実施した。 
 
（1）第 1 フェーズ：文献調査 

医療経済研究機構が 2012 年以降に実施した「新経済成長大国の医療保障制度

に関する調査研究」をもとに、調査項目を選定した。続いて、医療系研究誌お

よび医療経済系研究誌からインドに関する医療制度および医療関連データな

どの文献を検索し、調査項目のギャップアナリシスを実施した。 
 

（2）第 2 フェーズ：現地調査 
インドの医療を司る政府関連機関、関連協会、および関連企業のホームページ

などより事業・活動内容を確認し、調査項目確認のための質問を各機関 10～20
項目作成した。作成した質問票を各機関へ送付し、質問項目に対する回答を 1
～3 時間のインタビュー形式でインド現地（デリー・ハイダラーバード）にて

聴取した（実施期間：2024 年 8 月 1 日～8 月 6 日）。現地調査では、公的機関

や製薬企業、製薬業界団体に対し質問を行い、特定の団体の意見のみに偏らな

いように意見を聴取した。また、事実と見解の相違を担保するために、事実部

分の確認には、公式発表資料および根拠となるデータの共有を依頼した。 
 

（3）第 3 フェーズ：総合調査 
フェーズ 2 までに収集した情報を整理し、矛盾がある内容、および聴取時に不

正確と思われた内容に関しては、再度根拠となる資料を確認し、追加調査を実

施した。 
 

以上の各フェーズより、医療を取り巻く、政府、産業の 2 つの視点から報告書

を作成した。 
 
 なお、本報告書作成にあたり、現地調査・追加調査実施時に入手した情報・資料の

使用については、各機関より承諾を得ている。 
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44.. 現現地地調調査査ででのの面面会会機機関関  
  
（1）Aurobindo Pharma（Apitoria） 

テランガーナー州ハイダラーバードに本社を置く製薬会社である。1986 年に設

立され、ジェネリック医薬品や原薬等の開発・製造・販売を行っている。本調査

では、ハイダラーバード郊外にある原薬製造会社である Apitoria にインタビュ

ーを実施した。 
 
（2）Ministry of Health and Family Welfare：保健家族福祉省 

（Central Government Health Scheme：中央政府健康保険制度 担当） 
インド政府の行政機関で、ニューデリーに所在する。公衆衛生の向上、医療サー

ビスの提供、予防接種キャンペーンの実施、家族計画プログラムの推進等を実施

している。 
 
（3）Dr. Reddy’s Laboratories 

テランガーナー州ハイダラーバードに本社を置く製薬会社である。1984 年に設

立され、ジェネリック医薬品、バイオシミラー、原薬等の開発・製造・販売を行

っている。 
 
（4）Federation of Indian Chambers of Commerce and Industry： 

インド商工会議所連合会 
1927 年に設立されたインド最大かつ最古のビジネス組織である。インドのビジ

ネスと産業の代弁者として、政策立案者や市民社会と連携し活動を行っている。 
 
（5）Government of Telangana：テランガーナー州政府（産業政策担当） 

テランガーナー州は、インド南部のデカン高原に位置する州で、2014 年にアー

ンドラ・プラデーシュ州から分離してインドの 29 番目の州として誕生した。州

都はハイデラバードで、政府機関もハイダラーバードに集まっている。IT や製

薬といったハイテク産業の集積地であり、インド国内でも経済成長が著しい地

域の一つである。 
 
（6）National Health Authority：国家保健庁 

（Ayushman Bharat Digital Mission 担当） 
保健家族福祉省の下で運営されている機関であり、インドの国民健康保険制度

である「Ayushman Bharat Pradhan Mantri Jan Arogya Yojana (AB-PMJAY)」
の実施と管理を行っている。 

- 9 - 医療経済研究機構
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55.. 情情報報面面ででのの制制約約  
 
 複数の機関から複数の数値が発表されているケースが存在するが、可能な範囲で政

府機関のデータを優先した。医療提供体制や市場データに関しては、入手し得るデー

タのうち、本報告書での使用が可能である 2024 年 8 月時点での最新データを用いた

が、各機関で聴取した現状との間に不一致がある可能性もある。また、薬事申請関連

スキーム等、複数機関から入手した情報に関しては、出来る限りシンプルな情報を選

択した。なお、本報告書で言及する法制度に関する記載内容は、2024 年 8 月時点で施

行または有効であるインドの法律・細則・通達に基づいている。 
 
66.. 謝謝辞辞  
  
 本調査研究のインド現地調査を実施するにあたり、在インド日本国大使館一等書記

官の青柳 ゆみ子 氏、萩原 竜佑 氏、前在インド日本国大使館一等書記官の山下 雄大 
氏、Durgesh Sharma 氏、通訳の Richa Jayal 氏、Sunil Kumar 氏をはじめ、多くの

方々に多大なる支援をいただき、心より御礼申し上げる。 
 また、現地調査では、数多くの機関・団体・企業にインタビューに応じていただい

た。多忙な中、貴重な時間を割いていただいた上、我々の質問内容に対して非常に真

摯に対応いただき、調査に協力いただけたことに感謝の意を表したい。我々が受けた

関係各位からのご厚意への返礼として、本報告書では、インドの医療制度・薬剤関連

制度・最新トピックス等について、最新の情報を可能な限り正確に報告したい。 
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ままええががきき  
  

変化する世界的な社会経済情勢の中で、新興国における医療保障制度は現在どのよ

うな状況にあるのか。医療経済研究機構では今年度インドを対象国として取り上げ、

最新の情報を得るべく現地調査を行い、国土・法制度等についても概観しつつ、幅広

い情報を提供することを目指して本報告書を取りまとめるよう努めました。 
インドは、14 億 4,170 万人と世界 1 位の人口を誇る人口大国であるとともに、近年

は目覚ましい社会経済発展を遂げている「BRICS」の雄でもあります。GDP（国内総

生産）は世界 5 位、人口ボーナスによる労働人口増加により 2027 年には日本を抜い

て世界 3 位になるとも予想されています。また、インダス文明にまで遡る長い歴史を

有し、仏教の発祥国であるなど我が国にとってもなじみ深い国であります。 
インドの経済は 1947 年に独立してから 1991 年の経済自由化政策まで、社会主義の

色彩が濃い経済運営が行われた結果、GDP 成長率は年率 3.7％にとどまっていました。

その後、1990 年代の規制緩和、外資積極活用等の経済の自由化政策により、高い GDP
成長率を実現し、2014 年に経済重視の姿勢を掲げるモディ政権が誕生して以降も維持

しています。一方、国民一人当たりの GDP は低く、世界平均及び G20 途上国平均を

下回る水準にあります。 
インドの輸出の主力は、機械・機器、医薬品を含む化学品、鉱物性燃料（石油製品）

等ですが、なかでも医薬品については、貿易収支が輸出超過であり、インドの貿易品

目の中においても主要産業と捉えることができます。現在、インドは、医薬品生産量

で世界第 3 位、ワクチンは世界第 1 位の生産国となっています。インドに本社を持つ

製薬企業は大学や研究機関が集中しているムンバイ、ニューデリー、アフマダーバー

ド、ハイダラーバードなどに所在しています。  
医療の面では、インドでは、多くの国民が医療に十分にアクセスできないという状

況が続いており、ユニバーサル・ヘルス・カバレッジの達成と国内製薬産業の育成は

長年の政策課題となっていました。ユニバーサル・ヘルス・カバレッジに向けた取り

組みとしては、モディケアと呼ばれる最貧困層向けの医療保険の導入により、通院や

入院費用がカバーされるようになりました。また、ジェネリック医薬品産業を成長産

業として捉え、自国民にも安価な医薬品を提供できるようにしています。 
 本書は、インドにおける医療保障制度について、医療費、医療政策、医療保障、薬

事、医薬品産業等多岐にわたる内容となっており、医療現場、地域医療政策、国レベ

ルの医療政策をお考えいただく際の情報源として本報告書をご活用いただければ幸い

です。 
 

一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会 
常務理事 峯村 芳樹 
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